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実施概要

本学卒業生のキャリア状況等に関する調査等を実施し、その
集計・分析結果を基礎資料とするとともに、今後の教育活動
の改善に活用することを目的とする。

1.目的

①社会（職場)で必要とされる能力・スキル・教養
②大学時代の学修で身についた能力・スキル・教養
③その他（卒業後の就業状況等）

2.内容

WEB回答方式3.実施方法

2023年8月9日～2023年8月31日4.実施時期

①2015年度卒業生、②2019年度卒業生、③その他（①②以外
の卒業生）

5.調査対象

484名（回答者）／4,024名（調査対象者）6.回答者数

約12.0%7.回答率
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集計内訳
総計その他2019年度2015年度学科学部

22政治行政学科01.政経学部
3011316政治学科
4882020経済学科
11経営学科
8193636合計
51101724体育学科02.体育学部
14455武道学科
293620スポーツ医科学科
16529こどもスポーツ教育学科
110223058合計
5592125理工学科03.理工学部
5592125合計
3561019法律学科04.法学部
3951816現代ビジネス法学科
74112835合計
287714教育学科05.文爆部
1899史学地理学科
201811文学科
66172425合計
467152421世紀アジア学科06.21世紀アジア学部
4671524合計
5271926経営学科07.経営学部
5271926合計
48482173229総計
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○次の能力・スキルについて、社会職場での必要度と大学時代での修得度をお聴きします。
あなたはどの程度あてはまるかお答えください。
【社会（職場）で必要とされている。】
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⃝次の能力・スキルについて、社会職場での必要度と大学時代での修得度をお聴きします。
あなたはどの程度あてはまるかお答えください。
【大学時代の学修によって身についた。】
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○あなたが学生時代に取り組んだ学修、学生生活の取り組んだ度合いと満足度合いを教え
てください。
【取り組んだ度合い】
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○あなたが学生時代に取り組んだ学修、学生生活の取り組んだ度合いと満足度合いを教え
てください。
【満足度合い】
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○大学時代の学修経験や成⾧実感について大学在学中、次の事柄はどれくらいあてはまり
ますか。
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○卒業論文・卒業研究・専門分野のゼミについての意義について、あなたにとって、卒業論
文・卒業研究の執筆、卒業制作の作成、専門分野のゼミ活動はどのような意義をもって
いたと思いますか。
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○本学の印象について伺います。次の中からあてはまるもの全てをお選びください。(複数回
答可)
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○満足度について
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○卒業後の就業状況について①
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○卒業後の就業状況について②
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○卒業後の就業状況について③
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○ 仕事の満足度とキャリア意識について伺います。次の事柄はどのくらいあてはまりますか。①



16

○ 仕事の満足度とキャリア意識について伺います。次の事柄はどのくらいあてはまりますか。②


